
第 5 回アジア鋳造技術史学会　橿原大会の開催にあたって

   

　

　アジア鋳造技術史学会 2011 年度大会を、奈良県立橿原考古学研究所において開催い

たします。本学会は 2007 年に設立され、第 1 回大会を高岡で開催したのち、福岡・東京・

出雲と回を重ね、橿原大会は第 5 回大会となります。

　本学会は既存の学問体系の枠組みを超えて様々な分野の研究者・技術者が集い、鋳造

技術の歴史とその背景となる社会に関する学際的研究を目的として設立されました。ア

ジアを中心に、国境を越えた共同作業による研究もおこなわれ、継続して新たな問題が

見いだされています。そうした研究成果をもとに、ひろく意見が交わされ、問題が共有

されて、本学会活動はますます活発になってきています。

　3 月 11 日の東日本大震災と原子力発電所事故にともなう災害は、人と技術、文化と

文明について、世界中の人々に熟考を求める契機となりました。今後の社会のあり方を

模索するに際して、過去の歴史から学び取ることの重要性が再確認されてきています。

本学会は古代技術史の一画を対象とするものでありますが、これまでの研究成果には将

来を見据える際の示唆が多く含まれていることを確信します。

　橿原大会では、口頭発表 23 本、ポスターセッション７本、ビデオセッション 1 本、

計 31 本の研究発表が予定されています。例年にもまして活発な議論が交わされ、鋳造

技術史研究がさらに深化されることを祈念いたします。
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アジア鋳造技術史学会　橿原大会実行委員会
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